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実践研究
競技スポーツにおけるコンディション評価に関する研究
一統計解析手法の適用とその有効性の検証-
齋藤実1)､小澤聡2)
A study on conditioning assessment in athlete
- Validity of statistical analysis on fluctuation of perceived condition -
Makoto SAITOl) , Akira KOZAWA2)
Abstract
A study verified validity of statistical analysis on fluctuation of perceived condition.
Three female elite college kendo players aged 20-24 years, independently recorded their physical,
mental and technical condition and trainlng program On the perceived condition sheet for kendo
player. Randomization test was used to compare between the training period and the adjustment
period. As a result, the factor of the condition that a di任erence was recognized during the training
period and the adjustment period related to performance and condition of the match.
Conventionally, We evaluated the single case study visually by using a graph. These results
indicate that we can con丘rm a change of the athlete's condition statistically. It was concludes that
fluctuation of perceived condition in athlete can be confirmed statistically using a single-case study
design and statistical techniques such as randomization test.
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Ⅰ.緒言
競技スポーツにおいて､試合時の選手のコン
ディションは試合成績を左右する人きな要因の一
つである｡そのため近年の競技現場においては､
指導者やコーチはもちろんのこと､スポーツドク
ターやアスレチックトレーナー等のスポーツ医･
科学のスタッフが､選手のコンディショニングを
サポートする一員として､多岐にわたる活動を展
開するようになってきている｡
複数のスタッフが活動する場合､最も重要なの
は選手のコンディションを正確に評価､把握する
ことである｡コンディションを評価する方法は､
身体的因子､環境的因子､心因的因子にわけられ､
高価な機器を用いたものから､問診によるものま
で様々な方法が提案されている1'｡ただし､資金
やマンパワーが限られ､複数の選手が活動し､多
くの移動を伴うような競技現場において評価を実
施する場合は､安価で簡便､かつ利便件の高い方
法が望まれる｡
現在の競技現場で最も多く活用されているコン
ディション評価方法は､複数の項目を選手自身が
自覚的に評価する､自覚的コンディション調査法
である｡主として5作法尺度を用いて選手自身に
評価させる方法であり､それぞれの競技種目の特
性に応じた項目にて自由に作成することが可能で
ある｡評価された数値をグラフ化することにより､
コンディションを時系列として観察することも可
能となる｡
自覚的コンディション調査法は､その有効性に
関する研究が多数報告されている2､ 3､4､ 5. 8)｡そ
の一方､競技現場におけるコンディションに関す
る研究は､同一の条件で複数の事例を集めること
が難しく､単一事例による評価が一般的であった
ことから､客観性に乏しいという弱点があった｡
このことから､単一事例による研究においても客
観的な検証を行えるような統計的手法についての
研究が行われるようになった(I)0
単一事例研究のデータ評価方法としては､ラン
ダマイゼ-ション検定('X'L'が紹介されている7)｡ラ
ンダマイゼ-ション検定は(1)データの系列依存
性を問題としない､ (2)時系列分析ほど多くの
データポイントを必要としない､ (3)様々なデザ
インに適した方法が考案されている､といった理
由からシングルケースデータの分析方法として有
効とされている｡そこで本研究では､競技現場に
おいて頻繁に用いられている自覚的コンディショ
ン評価法に､単一事例研究法における統計解析手
法の適用を試み､試合までの選手のコンディショ
ンを分析してその有効性を検証することを目的と
した｡
Ⅰ.方法
2. 1対象
被検者は､全国トップレベルのクラブに所属す
る大学2-4年生の女子剣道選手3名とした｡
3名が出場する関東女子学生剣道選手権大会ま
でのコンディショニング期間を調査の対象とし
た｡対象としたT大学のクラブは､大会までの組
織的コンディショニング期間を4週間として､医･
科学の専門スタッフによるコンディショニングを
実施している｡コンディショニング期間における
期分けは､概ねで4週間のうち1週目を第1次
ピーク期とし､ 2-3週目を鍛錬期､ 4週目を調
整期と設定している(図1)｡
ピーク
∇
第1ピーク期　　　　　　　鍛錬期　　　　　　　　調整期
図1　T大学剣道部における
組織的コンディショニングモデル
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表1　コンディション評価シート(例)
た人に■する■洗暮
■but光
*bt時q
ttJは
境野は
来凝りの藤じ
吋L1.1の■ +
gF事の状態
摸魚の扶養
Alh牡吐
能連は
食草内容は
プライペ-I
●不明の鬼は遠点なくメダイカ
良いtlL31:II .I,い
IO分利鼓で乱入してください(おおよそで抵群です)
良い12.145葱い
ない12345　ある
良いllL:ト15 .7.LL
良いl LIJl～ .tい
･良い12345患い
･丸林を含む食での疾患(搬鹿や醜戒など)についで評価して下さい.蹄1削ま蒋紀州に配Åしてください.　良い1 2日lJ患い
･ 3をiちょうど良いJとして.取入してください　鱗兼が恥112345汲姓が低い
･溌涌,健の頻赦.僕の状紫についてlIjを救落して,辞儀してください.　良い12345濃い
･女帝の固執丑.バランスを鵜舟して辞儀して下寺い(那賀料沓軌.　良い54321患い
p　自分の凍憩的な　-Uの為ごLJiができたらl5l.できなかったらI日を記入してください(削常勝串原き.　できた　54321できなかった
ルスタッフのガへご;紬ください(._…一一〉_∩ ;スポ-ツ医学研兜髄)
第1ピーク期では､入会を想定した稽古とし
て､部内や遠征による試合稽古(※1)が中心に行わ
れ､週末にコンディションが良好となるようなコン
ディションを実施している｡鍛錬期では､掛かり
稽古`-X'2や立ちきり稽古(※ニ"を中心とした稽古が行
われ､強度が高くなるような稽古が行われる｡調
整期では､試合を想定した地稽古`※4)や技術稽古
が中心に行われる｡稽古強度は低くなり､マッサー
ジ等の積極的なケアが実施されることから､身体
的な疲労が回復する｡結果として､試合当日には
コンディションの第2ピークを誘導するようにコ
ンディショニングが実施される｡
本研究においては､競技現場におけるコンディ
ショニングの実際を調査対象とした｡そのため､
コンディショニング期間において研究のための条
件を付加しなかった｡すなわち､対象としたクラ
ブで従来通りのコンディショニングを実施しても
らい､その時のコンディション記録を分析した｡
なお､期間中に行われるコンディショニングの内
容は､疲労lq復と練習量調節の指導､傷害や疲労
回復のためのケア(マッサージ､ストレッチング
など)､栄養指導､メンタル指導などである｡
2. 2　コンディション調査
調査対象とした大学女子剣道選手からのコン
ディションデータ収集は､対象クラブで従来から
用いられているコンディション記録シートを活用
した｡この記録シートは､和久らの剣道選手のコ
ンディショニングに関する研究による概念フレー
ムワークに準拠して作成されているB-｡ A4の用紙
を横書きに用いて､縦方向に日付をとってコン
ディション記録を1週間記録できるように作成さ
れている(表1)｡
コンディション記録シートの評価項目のうち､
身体面として｢体調｣､ ｢疲労｣､ ｢傷害の状態｣､技
術面として｢稽古の調子｣､ ｢素振りの感じ｣､精神
面として｢精神的状態｣､その他として廿1覚的稽古
強度｣､ ｢理想的な生活(プライベート)の8項目を
調査対象とした｡それぞれのコンディション評価
は､良好な状態を5､不良の状態を1とした5件
法尺度にて､選手自身が稽古終了後､および就寝
前に記録した｡記録川紙は､調査期間中は選手が
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表2　鍛錬期と比較した調整期のコンディションの変化
身体面 劍ｵｨ?l｢???l｢?ｻの他 ?
体調 儂i┐傷害の 佝ﾙm8,ﾂ素振り 9yﾙ4練習 凉ﾙｩ4試合時の コンデイ ソ∃ン 倩靼x,ﾂ       
状態 ?(??ﾌ感じ ?9??ｭ度 ??hｨ?冓?ｹ7?
A 選手 ES * 蔦* 弔ここ> 塔R60%         
B 選手 弔ES 弔* 0 r千 塔RR100%        
C 選手 亳∵ 噸義 蔦ﾓ義 鍔ｳ｣｣ﾒﾂES 都R50%        
｢∂｣､ ｢ヽ｣ :p<0.10 ｢弓>｣ ;p=N.S.
｢∂｣および｢ヽ｣は鍛錬期と比較して調整期に有意な変化が認められたことを示すo
矢印が上向きはコンディションの改善方向を示し､下向きは悪化方向を示す｡
｢⊂三::,｣は鍛錬期と調整期と比較して有意な変化が認められなかったことを示すo
所有し､調査期間後に複写を入手した｡
大会時におけるコンディション評価は､身体面､
技術面､精神面を総合し､ ｢試合時のコンディショ
ン｣として自己評価法にて実施した｡評価は最高
のコンディションを100%として､試合直前に
回答を得た｡また､試合時の成果を評価するのに
あたり､剣道の試合成績は対戦相手によって大き
な影響をうけることが予想されることから､試合
成績そのものは評価として採用しにくいと考えら
れる｡そこで試合終了後において､勝敗とは関係
しないという条件にて､選手自身の｢試合内容の
満足度｣について､最大の満足を1(氾0/.として回答
を得た｡
2. 3　統計解析
本研究では､試合の18日前から9日前までを
鍛錬期､試合の8目前から試合前日までを調整期
として､鍛錬期と調整期のコンディション変動を
比較した｡コンディションの変動傾向を分析する
ために､ 3選手の鍛錬期と調整期ごとの平均値の
差をランダマイゼ-ション検定にて検証した｡検
定にはアプリケーションソフトRANDIBM.EXE
(Edginton, 1987)を用いた｡統計的有意水準は
10% (α-0.10)とした｡
Ⅱ.結果
①A選手
表2に鍛錬期と比較した調整期のコンディショ
ンの変化の一覧を示す｡ A選手は､鍛錬期と比
較して調整期において身体面のコンディションが
有意に向上した｡鍛錬期には自覚的稽古強度が高
い､いわゆる"追い込む''ような稽古を行っており
(図8)､ ｢体調｣の水準が低く､ ｢疲労｣が強い状態
を示した｡また､ A選手は慢性的な足関節炎を発
症しており､稽古前にテーピングを施し痔痛が認
められる状態で稽古を実施していた｡鍛錬期にお
ける｢傷害の状態｣は調整期と比較して低い水準す
なわち傷害の状態が悪化していることを示してい
る(l対4)｡
A選手は､鍛錬期において身体面のコンディショ
ンは低い水準を示した一方､技術的コンディショ
ンである｢稽古の調子｣と｢素振りの感じ｣について
は､鍛錬期と比較して調整期に有意な差は認めら
れなかった(図5､ 6)｡
｢理想的な過ごし方(プライベート)｣において
も､鍛錬期と調整期で有意な差は認められなかっ
たが､ B選手､ C選手と比較すると調整期と鍛錬
期のいずれにおいても高い水準であった(図9)｡
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**　P<005
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1 2　3　4　5　6　7　8　9 101 2　3　4　5　6　7　8 (日)
鍛錬期　　　　　　　　　調整期
図2　鍛錬期および調整期における｢体調｣の変化
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1 2　3　4　5　6　7　8　9 101 2　3　4　5　6　7　8　(日)
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図6　鍛錬期および調整期における
｢素振りの感じ｣の変化
o A選手　　　　　よい　5
◆　B選手
▲　C選手
*　P<010
**　P<005
1 2　3　4　5　6　7　8　9 101 2　3　4　5　6　7　8　(日)
鍛錬期　　　　　　　　　調整期
図3　鍛錬期および調整期における｢疲労｣の変化
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o A選手　　　　　　低い　5
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図4　鍛錬期および調整期における
｢傷害の状態｣の変化
4
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図7　鍛錬期および調整期における
｢精神的状態｣の変化
1 2　3　4　5　6　7　8　9 101 2　3　4　5　6　7　8　(日)
鍛錬期　　　　　　　　　調整期
図8　鍛錬期および調整期における
｢自覚的稽古強度｣の変化
o A選手　　　　できた　5
o B選手
▲　C選手　　　　　　　　4
*　P<010
**　P<005
1 2　3　4　5　6　7　8　9 101 2　3　4　5　6　7　8　(日)
鍛錬期　　　　　　　　　調整期
図5　鍛錬期および調整期における
｢稽古の調子｣の変化
1 2　3　4　5　6　7　8　9 101 2　3　4　5　6　7　8　(日)
鍛錬期　　　　　　　　　調整期
図9　鍛錬期および調整期における
｢理想的な過ごし方(プライベート) ｣の変化
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特に調整期においては､ 2-5日は連続して4と
の回答であった｡
A選手の試合当日のコンディションは800/.で
あった｡また､試合の満足度は60%であった(衣
2)0
②B選手
B選手は､鍛錬期当初において｢体調｣は低い状
態であったが､その後は回復して調整期まで変化
は認められなかった(図2)｡また､ ｢疲労｣は鍛錬
期当初は低値であったが､鍛錬期の中盤から改善
され､調整期においても低い水準を示すことはな
かった(図3)0
技術面のコンディションにおいては､ ｢稽古の
調子｣では鍛錬期と調整期で有意な差が認められ
なかったが､ ｢素振りの感じ｣は鍛錬期よりも調
整期において有意な高い水準を示した(図5､ 6)｡
試合前日の｢素振りの感じ｣は4を示し､技術面が
試合当[ほでに徐々に改善して行く傾向が観察さ
れた｡
B選手においては､精神面のコンディションの
改善が認められた｡鍛錬期当初の1､ 2日11にお
いて､ ｢精神的状態｣非常に低い水準であり､鍛錬
期終盤の8､ 9円においてもその傾向の改善は認
められなかったが､調整期においては改善し､ 3
の水準で安定推移した(図7)∩
｢自覚的稽古強度｣は､鍛錬期よりも調整期にお
いて有意な差が認められた(図8)｡また､ ｢理想的
な過ごし方(プライベート)｣においても､鍛錬期と
比較して調整期において有意な改善が認められた
(図9)o
B選手の試合当日のコンディションは85%で
あった｡また､試合の満足度は100%であった
(表2)0
(郭C選手
C選手の身体面のコンディションでは特徴的な
傾向が見られた｡ C選手の｢体調｣は､ A選手､ B
選手とは異なり､鍛錬期と比較して調整期に有意
な低い水準を示した(図2)｡調整期7日11には最
低値の1を示し､試合前口である8日日において
も2までの回復であった｡その一方､ ｢疲労｣にお
いては､鍛錬期と比較して調整期において有意な
改善が認められた(図3)｡調整期における選手の
内省では､ ｢疲労はlHI復しているが､体が思うよ
うに動かない｣とのコメントがなされている｡ま
た､ C選手は慢性的な筋･筋膜件腰痛の傷害を有
していたが､調整期においても完全な回復までに
は至らなかった(図4)｡
技術面のコンディションは､鍛錬期と比較して
調整期に低い水準を示した｡ ｢稽古の調子｣は､鍛
錬期と比較して調整期で有意に低い水準であった
(図5)｡また､ ｢素振りの感じ｣においては有意で
はなかったが､鍛錬期と比較して調整期で低い水
準を示した(図6)｡
精神面のコンディションにも調整期に低下する
傾向が認められた｡ C選手の｢精神的状態｣は､鍛
錬期には良好な状態であったが､調整期において
は鍛錬期と比較して有意に低い水準であった(凶
7)0
｢自覚的稽古強度｣においては､鍛錬期と調整期
に差は認められなかったが､調整期1日11におい
て､ 4の強度で稽古を実施していることが示され
ている(図8)｡ ｢理想的な過ごし方(プライベート)｣
においては､鍛錬期と調整期に差は認められな
かった(図9)0
C選手の試合当日のコンディションは70%で
あった｡また､試合の満足度は50%であった(衣
2)0
Ⅳ.考察
4. 1　コンディションの推移と試合時のコンティ
ヽ
ン'ヨ　/
本研究では､全国トップレベルのクラブに所属
する大学2-4年生の女子剣道選手3名を対象に､
公式試合18口前からの自覚的コンディション調
査を行った｡その結果､試合の満足度はA､ B､
C選手でそれぞれ60%､ 100%､ 50%との差が
認められた｡この差は､調査期間中におけるコ
ンディションの推移と関係していると考えられ
る｡
A選手は､鍛錬期と比較して調整期の身体面の
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コンディションに有意な向上が認められた｡しか
し､技術面と精神面のコンディションにおいては､
鍛錬期と調整期に有意な差を認めることができな
かった｡その理巾の一つとして､｢自覚的稽古強度｣
が考えられる｡
対象としたクラブでは､図1に示したようなモ
デルでコンディショニングを実施している｡コン
ディショニング期間における期分けは､概ねで4
週間のうち1週日を第1次ピーク期とし､2-3
週目を鍛錬期､ 4週目を調整期と設定している｡
しかし､ A選手の｢自覚的稽古強度｣は､鍛錬期と
調整期で有意な差が認められなかった｡またその
推移をみても強度の強弱が大きく､計画的な強度
設定にて稽古が行われていたとは考えにくい｡剣
道においては､ 1対1で相手を組み稽古する練習
形態であり､目上にあたる者がリードして稽古を
行うことが慣例となっている｡本研究で対象とし
たクラブにおいても上級74-.の指導のもとに通常の
稽古が行われていた｡このことから考えると､ A
選手は大学2年次であり､ A選手自身が想定し
た稽古が実施できていなかった可能性が考えられ
る｡
｢自覚的稽古強度｣には調整期と鍛錬期で有意な
差を認めることはできなかったが､それぞれの期
間における水準をみると､鍛錬期と比較して調
整期の稽古強度が低い水準であったo　このことに
よって､身体面のコンディションである｢体調｣と
｢傷害の状態｣が調整期に改善したと考えられる｡
試合時のコンディションは80%と回答している
ことは､その可能性を増強するものである｡その
反面､試合の満足度は60%と低い数値を回答し
ている｡これは､身体面のコンディションは改善
したものの､技術面と精神面のコンディションの
改善まで至らなかったためと考えられる｡
B選手は､試合の満足度は100%と回答した｡
このことから､本研究で対象とした試合までのコ
ンディショニングが成功したと考えることができ
る｡
B選手において特徴的なのは､｢自覚的稽古強度｣
である｡ A選手は｢自覚的稽古強度｣において鍛
錬期と調整期で有意な差を認めなかったが､ B選
手においては､調整期と鍛錬期に有意な差が認め
られた｡すなわち､鍛錬期には強度の高い稽古が
行われており､調整期には強度の低い稽古が行わ
れていたことが示されている｡身体面のコンディ
ションである｢体調｣と｢疲労｣には有意な差は認め
られなかったものの､調整期に高い水準であった｡
特に｢体調｣は調整期8HIIには4まで回復してい
た｡このことが､試合時のコンディションとして
85%と回答したことに繋がっていると考えるこ
とができる.また､ B選手の技術面と精神血のコ
ンディションは､鍛錬期と比較して調整期におい
て高い水準となり､有意な差を認めた｡これらの
ような良好のコンディショニングが､試合の満足
度100%に繋がっているものと推察される｡
B選手のもう一つの特徴は､ ｢理想的な過ごし
方(プライベート)｣が調整期において高い水準で
あったことである｡ A選手､ C選手ではその傾向
は認められなかった｡ B選手は大学4年次であり､
稽古強度の調節に加え､プライベートの時間が確
保しやすく､理想的な過ごし方､すなわちコンディ
ショニングが実施しやすかったと考えられる｡コ
ンディショニングでは､練習以外の時間において､
身体面と精神面の休養や栄養補給､試合当Rに合
わせた生活リズムの調整などを実施することが重
要である｡ A､ C選手においては､ ｢押憩的な過ご
し方(プライベート)｣においてB選手のような改
善はみられず､練習時間以外のコンディショニン
グでA､ C選手とB選手の間に差があった吋能性
が考えられる｡本研究の成績のみでは証明するま
でには至らないが､調整期におけるプライベート
の時間の確保は､コンディショニングを実施する
1二で重要な要素となる叶能性が推察されよう｡
C選手においては､ A選手､ B選手と比較した
場合､試合時のコンディションは不調だったと言
えるだろう｡試合時のコンディションこそ70%と
の回答であったが､試合の満足度は50%と低調で
あった｡
C選手は鍛錬期と比較して､調整期の｢体調｣と
｢稽古の調子｣､ ｢精神的状態｣が有意な低い水準を
示した｡このことは､調整期における身体面､技
術面､精神面の全てにおいてコンディションが低
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値であったことを示している｡
C選手のコンディションが調整期において向上
しなかった原因の一つとして､調整期における稽
古強度が高かったことが考えられる｡
C選手は慢性的な筋･筋膜性腰痛の傷害を有し
ていたが｢傷害の状態｣は調整期においても回復傾
向は認められなかった｡また､ ｢体調｣においても
鍛錬期より調整期において有意に低水準であっ
た｡これらが調整期において回復しなかった一因
には､ ｢自覚的稽古強度｣が関係している可能性が
ある｡ C選手の｢自覚的稽古強度｣は､鍛錬期と調
整期に有意な差が認められなかっただけでなく､
むしろ水準としては調整期の方が低値､すなわち
強度が高い傾向であった｡斎藤らの先行研究9)に
おいては､剣道選手が稽古を行った場合､稽古前
にコンディションが不良の選手は､稽古後に更に
コンディションが悪化し､コンディションが良好
の選手は､稽古後のコンディションが向上するこ
とが報告されている｡ C選手は､調整期1-3日
目の技術面､精神面のコンディションが悪かった
ことから稽古量を減らすことを梼揮い､その結果
としてコンディションは改善する方向には進まな
かったと考えられる｡
4. 2　統計的手法を用いた単一事例のコンディ
ション分析の有効性
先行研究において､ 5件法尺度を用いた選手の
自己評価によるコンディション評価は､競技現場
における選手のコンディション把握方法として有
効であることが報告されている4)｡特別な測定機
器を用いることなく簡便に調査できることから､
現在も競技現場においてコンディショニングを行
う際に用いられている｡その一方､競技現場にお
けるコンディション評価は､サンプル数が少ない
ことが多いことから､統計的な分析を行うのには
適してはいない｡また､競技選手の事例は､設え
た実験研究とは違い､選手個々によって条件が大
きく異なる場合が多い｡そのため､本研究のよう
に基本的にひとつの被検体について繰り返し測定
を行った時系列データが研究対象とならざるを得
ない｡このことから､従来の単一事例のデータ分
析は､時系列データをグラフ化した系列的傾向
データに対して視覚的に判断する手法が用いられ
てきた日日｡しかし､競技現場におけるデータ､特
にコンディションの系列的変動は個別性が大き
く､なんらかの統計的解析方法が適用されること
が望ましいと考えられてきた｡
西鳴らは､競技現場における単一事例の研究に
おける統計的研究法として､ランダマイゼ-ショ
ン検定を提案した(～)｡サッカー選手を対象とした
その研究では､ランダマイゼ-ション検定を用い
ることによって､コンディションの変化を統計的
に確認することが可能であると報告されている｡
そこで､本研究では､試合までのコンディショニ
ングと試合でのパフォーマンスの関係を統計的手
法を用いて分析し､その有効性を検証した｡試合
までのコンディショニングの期間を鍛錬期と調整
期に期分けし､それぞれの推移についてランダマ
イゼ-ション検定を用いて検討したところ､統計
的に確認された試合までのコンディションの変化
が､試合時のパフォーマンスに関係していること
が示された｡
この結果のように､競技現場におけるコンディ
ション評価を統計的に検証できることは､コン
ディショニングにおいては極めて重安であるとい
える｡オリンピックなどの国際競技会に向けての
コンディショニングの失敗事例を調査した報告に
よると､コンディショニングの失敗は繰り返され
る傾向にあることが報告されている11)｡各種大会
において､初参加のチームや選手が初戦敗退する
傾向があることも知られているところである｡し
たがって､選手やコーチは失敗事例を経験値とし
て､それを繰り返さないように対策を立案してい
る｡その際に､コンディション記録が重要な資料
となり得る｡
本研究のA選手､ C選手を事例とすれば､鍛
錬期と調整期の稽古強度の設定がコンディショニ
ングの失敗の一つと考えられる｡今回のコンディ
ション記録は､ A選手とC選手における次の試合
までのコンディショニングの重要な資料である｡
従来であれば､これらの資料は選手､コーチの視
覚的判断と経験値によって分析･評価されてきた
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が､ランダマイゼ-ション検定を用いて統計的な
検証を行うことで､客観的な評価を加えることが
可能となるだろう｡
Ⅴ.まとめ
本研究の目的は､競技現場において頻繁に用い
られている自覚的コンディション評価法に､単一
事例研究法における統計解析手法の適用を試み､
試合までの選手のコンディションを分析すること
である｡
全国トップレベルのクラブに所属する大学女子
剣道選手3名を対象に､身体面､技術面､精神
面､その他のカテゴリからなるコンディション評
価シートを用い､試合までの18日間を調査した｡
統計解析手法にはランダマイゼ-ション検定を用
い､試合の18日前から9日前までを鍛錬期､試
合の8口前から試合前臼までを調整期として､鍛
錬期と調整期のコンディション変動を比較した｡
その結果､それぞれの選手において鍛錬期と調整
期におけるコンディションの推移に統計的有意な
差が認められたコンディション因子が､試合時の
コンディションとパフォーマンスに関係している
ことが示された｡
競技現場におけるコンディションの変動は個別
性が大きく､単一事例研究が望まれる｡従来､単
一事例研究は時系列データをグラフ化して視覚的
に評価を行ってきたが､本研究で示されたとおり､
統計的手法を用いることによって､コンディショ
ンの変動を統計的に確認できることが示された｡
競技現場におけるコンディション評価には､視覚
的評価に加え､新たに統計的検証を加えることで
より精度の高いコンディショニングが実施できる
叶能性が示唆された｡
※1)ランダマイゼ-ション検定の理論
ランダマイゼ-ション検定は,母集団に
関する仮定を持たないノンパラメトリック
な統計的検定法である.近年,単一事例実
験データに適川が提案されており,理論的
には,母集lJJの正規性ならびに母集団から
のデータのランダム抽出を前提としないで,
実験条件のランダム振り分けのみに基づく
統計的検定である.またデータの系列依存
性も問題にしない.介入の効果がないとう
仮説の下で実験から得られた統計量が,可
能なランダム振り分けの組み合わせの,そ
れぞれで算出される統計量と比較してどれ
だけ極端な数値かを判定するものである.
※2)試合稽古
練習試合｡審判を立て､決められた時間で
実際と同じ条件で試合を行う｡
※3)掛かり稽古
元立ちに対し､隙を見つけつつ連続で打突
を繰り返す｡体当たりも含まれる激しい稽
古｡
※3)立ちきり稽古
元立ちとなり､地稽古(※4を参照)を連続
して行う｡
※4)地稽古
試合に近い稽古になるが､審判は立てず､
相手との合意のもと自由に一本を取り合う｡
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